
lｓＳＮＯｇＩ２－３ｇ４ｅ

－１蕊ｒ」鰯赴－１蕊ｒ」鰯赴

由

●

拝

原著

＝浦哉他：クロスカントリースキー選手の最大下「腕十脚」

運動時にみられる心肺応答の特性……………………１

松浦範子他：幼児の“まりつき”技能の発達についての研究

（第２報)･…………………………………………………７

宮村茂紀：女子サッカー選手の社会意識に関する研究（１）………1７

Ｉ｢腕十脚」

．．……………１

ての石升究

･･･…･･………７

館（１）………1７

資料

新野守：Ｔ､、woodの体育論の展開に関する研究………………2７．…･…･･･……２７

第織≦
京都体育学会体育学会

平成５年２月



｢京都体育学研究」編集・投稿規定 昭和60年４月４日制定

１．「京都体育学研究」（英文名KyotoJoumalofPhysicalEducation,以下本誌）は，京都体育学会

の機関誌であり年一回以上発行する。

２．本誌は本学会会員の体育・スポーツに関する論文の発表にあてる。編集委員会が認めた場合に

は会員以外に寄稿を依頼することもできる。

３．１編の論文の長さは本誌８ページ以内を原則とする。

４．原稿は，所定の執筆要項に準拠して作成し，原著・資料などの別を指定して編集委員長あてに

提出する。原文のほかにコピー２部も提出する。

５．投稿論文は，学術論文としてふさわしい内容と形式をそなえたものであり，かつ未公刊のもの

でなければならない。

６．投稿論文は編集委員会が審査し，その掲載の可否を決定する。

７．原稿の印刷において規定のページ数を超過した場合，あるいは，図版・写真などとくに費用を

要するものは，その実費を執筆者の負担とする。

８．別刷は校正時に希望部数を申し出ること。実費により希望に応じる。

９．本誌の編集事務についての連絡は，「京都体育学研究」編集委員会あてとする。

１０．編集委員会は理事会において編成する。



クロスカントリースキー選手の最大下

｢腕十脚」運動時にみられる心肺応答の特性

浦哉＊寺田光世*＊

Cardiorespiratoryresponsesduriｎｇｓｕｂｍａｘｉｍａｌ

ａｒｍａｎｄｌｅｇｅｘｅｒｃｉｓｅｉncross-countryskiers．

HajimeMiura＊andMitsuyoTerada*＊

Abstract

Thisexperimentwasdesignedtostudythecharacteristicsofcardiorespiratoryresponsesincross-country

skiers、Twelveuniversitycross-countryskiers（ＣＳＧ）ａｎｄsixuniversitydistancerunners（ＤＲＧ）participated

inbothofthemaximalcyclingexerciseandthesubmaximalarmandlegexercisetestsusingbicycle

ergometersThecombinationsｏｆａｒｍａｎｄｌｅｇｌｏａｄｓｗｅｒｅｆｏｕｒｋｉｎｄｓ，thefirstofwhichconsistedofzero-arm

crankingandl80Wcycling（LoadA)，thesecondconsistedof48andl32W（LoadB)，thethirdconsisted

of72andlO8W（LoadC）ａｎｄｔｈｅｆｏｕｒｔｈｃｏｎｓｉｓｔｅｄｏｆ９６ａｎｄ８４Ｗ（LoadD）Themainresultswereas

follows:l）nosignificantdifferenceofVO2maxwasobtainedbetweentwogroups,２)therespiratoryefficiency

reduceｄｗｉｔｈｉｎｃｒｅａｓｅｏｆｔｈｅａｒｍｌｏａｄｉｎｂｏｔｈｇｒｏｕｐｓ，ｂｕｔｔｈｅｍａｇｎｉｔｕｄｅｏｆｒｅｄｕｃｔｉｏｎｉｎＣＳＧｗａｓｆｏｕｎｄ

ｔｏｂｅｌｏｗｅｒｔｈａｎｔｈａｔｉｎＤＲＧａｎｄ３）themechanicalefficiencytendedtobeloweredwithincreaseｏｆ

ｔｈｅａｒｍｌｏａｄｉｎｂｏｔｈｇｒｏｕｐｓ・Theseresultswerepostulatedtobeｄｕｅｔｏｔｈｅｔｒａｉｎｉｎｇｏｆｔｈｅｃｒｏｓｓ－ｃｏｕntry

skiingwhichusesapolework．

酸素摂取量の平均値は5.56ルmin-l，体重当りで

は82.6m０．kg－１．ｍin~'であり，この値の大きいこと

が競技力を決定する主な要因であると報告してい

る。一方，山田ら20)がローラースキー滑走時の酸

素摂取量を効率の面から研究したところ，高い酸

素摂取水準の維持能力が競技力を高める要因の一

つで､あると報告している。

１．緒言

クロスカントリースキー競技はマラソンや自転

車ロードレース競技などと同じように有酸素的な

レベルでの運動を主とするものであり，その競技

力と全身持久性の間には極めて深い関係があると

いわれる3,4,7,8,9,13,16.17,19,20,21)。SaltｉｎとAstrandl7）

は，一流男子クロスカントリースキー選手の最大

＊中京大学運動生理学研究室：LabomZory/bγExcmscPhysjo/ｏｇｙα"ｄＢｉｏ〃cc/zα"jcs,RJC"/ｔｙｑ/Ｐ〃ysjcα/〃"cαﾉﾉo"，
Ｃｈ"ﾉｂｙｏＵ)z〃だjty,Ｋα”cﾉio,Tqyotas力ＬＡｊｃｈｊＰが

＊＊京都教育大学：Kyo/ｏＵ)ｚｊｕｅＭｙｑ/Ｅｄ"cαﾉﾉo",Ｆ"sﾉｚｊ〃ﾉｬ",Kyo/０
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このクロスカントリースキー競技がマラソンな

どの有酸素運動種目と異なる点は腕の役割が重要

な点にある。つまり，マラソンなどの走運動に比

べて，クロスカントリースキー競技では，腕を含

む上半身が運動に多く参加するということであり，

これがこの競技の特性でもある。

したがってクロスカントリースキー選手は運動

を行うにあたって上半身が効率的に働くことが走

者よりもいっそう要求されることになる。このこ

とからクロスカントリースキー選手は上半身運動

において高い運動効率を示すことが推測されるが，

これについての研究は今日必ずしも十分ではない。

本研究では，上記の事柄に着目し，最大下の「腕十

脚」の組み合わせ運動時の心肺応答および機械的

効率をクロスカントリースキー選手と陸上競技の

中長距離選手について検索し，クロスカントリー

スキー選手の上半身が関与する運動における機械

的特性を明らかにすることを目的とする。

FigureloExperimentalsceneatloadsB,Ｃ

ａｎｄＤ．

ルゴメーターを採用したのは，機械的仕事量が規

定しやすいこと，再現性が高いこと，エルゴメー

ターとして一般性が高いこと，また腕の動作とし

てはクロスカントリースキー競技のストックワー

クに部分的に類似しているところがあること，な

どの理由による。

各測定の際には胸部双極誘導によって心電図の

R鰊を検出し，ヘルスガード（竹井機器株式会社製）

で心拍数を測定し，呼気の分析には呼気ガスモニ

ターｌＨ２１Ａ型（三栄電器株式会社製)を用い，１０

秒毎に酸素摂取量，換気量を求めた。

分析項目は，身長（Ｈｔ)，体重（Ｗｔ)，酸素摂取

量（ＶＯ２)，換気量（ＶＥ)，酸素摂取率（ＲＯ２ｒｅｍ）

および機械的効率（ＭＥ）である。「腕十脚」作業

時のこれらの値の求め方は，４分間の運動時間の

３分30秒から４分まで､の10秒毎の値を平均して６０

秒に換算して求めた。

統計処理は，群間の平均値の差は対応のない

Student-t-testによって検定した。各負荷間のＭＥ

の平均値の比較はDuncan,smultiplerangetest

によって行なった。危険率は５％以下を有意とし

てｐ＜0.05,Ｐ＜０．０１で､示した。

11．方法

被検者はクロスカントリースキー競技を専門と

する国体強化。指定選手を含む男子大学生12名（ＣＳ

群）と，対照群として陸上競技の中長距離種目を

専門とする男子大学生６名（ＤＲ群）である。

最大運動テストは，自転車エルゴメーター（Ｍｏ‐

nark社製）を用いて，最初180Ｗの負荷から始めて

２分毎に30Ｗずつ漸増させる漸増負荷を用いて，

オールアウトに至るようにした。ペグリングは６０

rpmの回転数でメトロノームに合わせて実施する

ように指示した。

最大下の「腕十脚」運動テストは図ｌに示すよ

うに２台の自転車エルゴメーターを上下に設置し

て行った。ペダルの回転数は60rpmに規定して，

腕と脚の運動強度の合計が180Ｗになるように負荷

Ａ（腕：０Ｗう脚：180Ｗ）負荷Ｂ（腕：４８Ｗ，脚：

132Ｗ)，負荷Ｃ（腕：７２Ｗ，脚：108Ｗ）および負

荷，（腕：９６Ｗ，脚：８４Ｗ）の４種類の負荷で，

それぞれ４分間の運動をさせた。ただし，負荷Ａは

脚のみの運動である。

本実験で腕と脚の運動負荷装置として自転車エ

－２－
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Ⅲ、結果 較すると全ての負荷において５％水準で有意な差

が認められた。

被検者の身体的特性については表１に示す通り

であり，Ｈｔ，ＷｔおよびＶＯ２ｍａｘ･Ｗｔ－１の平均値に

ついて両群間に有意な差は認められなかった。

最大下の「腕十脚」運動時のＶ02.Ｗt－１，ＶＥお

よびＲＯ２ｒｅｍの変化に関する結果は図２に示す通

りである。ＶＯ２･Wt-lについては全ての負荷でＣＳ

群の方がDR群よりも有意に低いことが認められた。

ＶＥについては負荷ＤにおいてＣＳ群の方がDR群よ

りも有意に低いことが認められた。ＲＯ２ｒｅｍにつ

いては全ての負荷で両群において有意な差が認め

られなかった。

負荷Ａに対する負荷Ｄの変化率の結果は表２に

示す通りである。△ＲＯ２ｒｅｍについてはＣＳ群の方

がDR群より有意に小さいことが認められたが，そ

の他の項目については両群間に有意な差が認めら

れなかった。

各群の負荷Ａ，Ｂ，ＣおよびＤにおけるＭＥは図

３に示す通りである。両群ともに負荷Ａと負荷Ｄ

の間および負荷Ｂと負荷Ｄの間において，それぞ

れ有意差が認められた。また，各負荷で両群を比

□ＣＳＧ鯛ＤＲＧ
上７０
●￣

三6０

薑|亡ｍＥＷＭ１亡繍
０
０
０

叩
即

６
４
６

１

ン
〈←‐ＥＥ．｜）山一

＊

刑mFlTl甥
LｏａｄＡＬｏａｄＢＬｏａｄＣＬｏａｄＤ

Figure20xygenuptakeperweight，minute

ventilationandrateofoxygｅｎｒｅｍｏｖａｌ

ａｔｆｏｕｒｓｕｂｍａｘｉｍａｌｅｘｅｒｃisetests．

＊ｐ＜０．０５，＊＊Ｐ＜０．０１

TablelPhysicalcharacteristicsofthesubjects．

ＶＯ２ｍａｘｏＷｔ－１

ｍｌ･ｋｇ－１ｏｍｉｎ－１

Group Ａｇｅ

years

Ｗｅｉｇｈｔ

ｋｇ

Ｈｅｉｇｈｔ

ｃｍ

６９．９±７．９

６６．８±２．５

ＣＳＧ

ＤＲＧ

１７１．０±６．１

１７２．２±４．４

２０．２±０．９

２１．３±１．９

６１．５±５．１

５９．５±３．７

Dataarepresentedasmean±ＳＤ，

Therearenosignificantdifferencｅｓｉｎｔｗｏｇｒｏｕｐｓ．

Table２Resultsof△ＶＯ２,△ＶＥａｎｄ△RoO2rem

betweenloadAandloadD。

△ＶＥ

％

△Ｒ・O2rerｎ

％

Ｇｒｏｕｐ △Ｖ０２

％

－１６．０±６．４

－２４．５±９．６

ＣＳＧ

ＤＲＧ

１２．３±９．８

１６．０±９．９

３４．５±１８．３
＊

５６．０±２４．１ ［
Dataarepresentedasmean±ＳＤ。

＊ｐ＜０．０５：ＣＳＧｖｅｒｓｕｓＤＲＧ

－３－
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FigureaMechanicalefficiencyatfoursubmaximalexercisetests．

＊ｐ＜０.O5

Therearealsosignificantdifferencesintwogroups．

Ⅳ、考察 キー選手を対照に，「腕十脚」運動テストを行った

ものにMillerhagenら'5)の研究がある。彼らはトレ

ッドミル走に腕の牽引運動を加え，腕を含む上肢

を効率よく使うことが競技成績の向上につながる

と報告している。この測定方法は本研究よりもク

ロスカントリースキー競技の実際の滑走動作に似

ているが，牽引運動の機械的仕事量を正確に測定

することはできず，また，技術を必要とするので，

クロスカントリースキー選手以外を対照とする場

合に応用できないと考えられる。本研究での腕の

クランク運動と脚の駆運動は実際の滑走動作とは

必ずしも￣致しないが，機械的仕事量を厳密に測

定できること，再現性が高いこと，＿般的な器具

であることなどの理由から湯浅ら22)の方法にした

がって自転車エルゴメーターを用いた。

自転車エルゴメーターを用いて，最大努力で腕

と脚を同時に運動した時の心肺応答をみた研究に

はAstrandとSaltin2)，Berghら5)，福田6)および

Secherら'8)の研究がある。これらの腕および脚の

同時運動によるＶＯ２ｍａｘは脚での値よりも約５－

２０％高いと報告されている。一方，本研究のよう

な最大下運動時の研究はあまり行なわれていない。

湯浅ら22)は自転車エルゴメーターを用いて腕と脚

に最大下の運動を負荷し，酸素摂取量，心拍数，

毎分換気量などに及ぼす影響を調べた。これによ

ると一般成人に同一運動強度の「腕＋脚」運動で

日本の一流男子クロスカントリースキー選手の

トレツドミルによるＶＯ２ｍａｘの平均値は73.2mしkg-lo

min-1である２０)。本実験では国体強化。指定選手を

含むクロスカントリースキー選手の自転車エルゴ

メーターによる測定で，69.9m４．kg-1．min-1と大き

な値であった。したがって，従来の報告と同様に

全身持久性の主な指標であるＶＯ２ｍａｘの大きいこ

とがクロスカントリースキー競技の特性の一つと

考えられる。

クロスカントリースキー競技と陸上競技の中長

距離種目との大きな違いは，同じ全身持久的な種

目ではあるが，前者はストックワークによって上

半身がより多く運動に参加することにある。日本

の一流男子クロスカントリースキー選手の上腕囲，

前腕囲，背筋力および腕力の平均値はそれぞれ26.5cm，

25.1Cin，150.7kgおよび31.7kgであった２０)。一方，

日本の一流男子長距離・マラソン選手の平均値は

それぞれ23.6cm，23.8cm，134.0kgおよび１９．８kgで

あり')，クロスカントリースキー選手の方がそれぞ

れの項目で大きな値を示した。このことから，両

群選手の体力的な差異は主に上半身にあるのでは

ないかと推測される。

本研究では最大下「腕十脚」運動テストに自転

車エルゴメーターを用いた。クロスカントリース

－４－
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腕の負荷の割合を高くしてもＶＯ２はほぼ同じ値を

示し，腕の負荷が全負荷の１４～60％の範囲では機

械的効率（ＭＥ）が一定であるとしている。これに

対して本研究の腕の負荷の割合は，湯浅らの研究

の14～60％内に含まれているにもかかわらず，ＭＥ

について腕への負荷の割合が増すと有意に低下す

ることが認められた（図３)。このように本研究で

はＭＥの変化からみて湯浅らの結果とは異なり，腕

に対する負荷の割合が高くなるほど酸素消費が高

くなり，効率が低くなることが認められた。すな

わち，これは腕の筋群が運動に参加する割合が増

せば，それだけ効率が低下するという関係を示唆

するものである。

「腕十脚」作業はクロスカントリースキー競技の

特性の一つと考えられる。負荷Ａと負荷Ｄの差で

ある△ＲＯ２ｒｅｍは，ＣＳ群では-16.0％，ＤＲ群で

は-24.5％でＣＳ群の方が有意に変化が小さいこと

が認められた。これはＣＳ群の方がDR群より腕の負

荷を増大させても呼吸効率をよく保つことができ

ることを示している。

一般に一定の最大下運動レベルでの，脚運動時

のＶＯ２に対する腕運動時のＶＯ２は70～85％程度'8）

であるが，アーム・エルゴメーターによる腕のト

レーニングで，腕運動時のＶＯ２ｍａｘが増大し，そ

の差力縮まるといわれている10.11,12)。クロスカント

リースキー競技では腕を含む上半身が運動に参加

する割合が長距離。マラソン選手よりも多く，通

常のトレーニングで牽引運動などを取り入れてい

るために腕の筋力・筋持久力あるいは，その際の

循環適応能力が向上していると考えられる。本研

究では上肢で､のＶＯ２ｍａｘは測定していないが，ク

ロスカントリースキー選手では腕の最大持久的能

力は高くなることが推測される。したがって，ＣＳ

群の方が「腕十脚」運動時における腕の負荷の相

対強度が低くなるために，△ＲＯ２ｒｅｍが小さくな

ったものと考えられる。

一方，クロスカントリースキー競技と同様に腕

と脚を同時に運動する競技としてポート競技があ

る。この運動において松尾らは槽運動時の機械的

効率の良いクルーほどパフォーマンスが良いと報

告している'4)。

これらのことから，クロスカントリースキー選

手の特性として，腕と脚を同時に運動する際の呼

吸効率は陸上競技の中距離選手といった走運動の

選手のそれより良いことが考えられる。また，ク

ロスカントリースキー競技のパフォーマンスの改

善には，下肢のみをトレーニングするのではなく，

上肢の筋力・筋持久力もトレーニングすることが

重要である。これによって「腕十脚」運動時の呼

吸効率および機械的効率を改善するものと考えら

れる。

Ｖ・要約

クロスカントリースキー選手（ＣＳ群）と陸上競

技の中長距離選手（ＤＲ群）を対象にして，最大下

レベルの腕と脚の同時運動を強度の異なる組合せ

を自転車エルゴメーターで負荷し，クロスカント

リースキー選手の心肺機能応答の特性を明らかに

しようとした。主な結果は次の通りである。

l）ＶＯ２ｍａｘにおいて,ＣＳ群では69.9mしkg-1min~１，

ＤＲ群では66.8mしkg-1omin-1であり，両群に有

意な差が認められなかった。

2）最大下の「腕十脚」運動テストにおいて，腕の

相対的負荷の割合が０％(負荷Ａ)から53％(負

荷Ｄ)に高まると，ＲＯ２ｒｅｍがCS群では-16.0％，

ＤＲ群では-24.5％変化することが認められた。

また，この変化の割合はＣＳ群の方がDR群より

も有意に小きいことが認められた。

3）最大下1W宛十脚」運動テスト時の機械的効率（ＭＥ）

について，両群とも負荷Ａと負荷Ｄおよび負荷

Ｂと負荷Ｄにおいて有意な差が認められ，腕の

相対的負荷の割合が高まるとＭＥが低下するこ

とが認められた。
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幼児の＄まりつき〃技能の発達についての研究

（第２報）

－練習による技能の上達について－

松浦範子＊ 野原弘嗣*＊

lmprovementofthedribblingskill

bypractice

inpreschoolchildren

ＮｏｒｉｋｏＭＡＴＵＵＲＡ＊ａｎｄＨｉｒｏｓｈｉＮＯＨＡＲＡ*＊

Abstract

Ｔｈｅｅｆｆｅｃｔｏｆｔｈｅｐｒａｃｔｉｃｅｏｎｔｈｅｄｒｉbblingskillinpreschoolchildrenwasinvestigatedfromtheview

pointofskilldevelopement・Samplesweresixtysevenpreschoolboysandgirlsagedfromlatterfouryears

toearlysixyears・Theirdriblingperformancewasrecordｅｄｅｌｅｖｅｎｏｒｔｗｅｌｖｅｔｉｍｅｓａｔｅｖｅｒｙｔｗｏｏｒｔｈｒｅｅ

ｄａｙｓｆｏｒａｍｏｎｔｈ，ａｎｄａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ，theirdribblingmotionswerefilmeｄｂｙｍｅａｎｓｏｆＶＴＲｓｙｓｔｅｍ・

Ｔｈｅｄｒｉｂｂｌｉｎｇａｂｉｌｉｔｙａｔｔｈｅａｇｅｏｆｌatterfiveyearsandearlysixyearsshowedmoreremarkableimprovement

thanyoungerones・Thisresultsuggeststhattheypossesshigherreadinessandhighertrainabilityfor

thedribblingskillWiththeprogressofthepracticemostchildrendevelopedballcontrolskill，bounced

theballsnearlytotheirhipheight，andthedistancebetweentheballanｄｔｈｅｉｒｂｏｄｙｂｅｃａｍｅａｈａｌｆ

ｏｆｔｈｅｆｕｌｌarmlengthBecausechildrenwhomasteredtheeffectiveelbowmovementshowedrapid

improvementinfrequencyofdribbling，ｉｔｉｓｃｏｎｓｉｄｅｒｅｄｔｈａｔｔｏｍａｓｔｅｒｔｈｅｅffectiveelbowmovementplay

a、importantｒｏｌｅｔｏｄｅｖｅｌｏｐｔｈｅｄｒｉｂｂｌｉｎｇｓｋｉｌＬ

勝部4)は幼児の運動適性検査の巧繊性をみる項目

として酬まりつき〃をあげているが，ここではボ

ールをつく回数が評価対象であって，どのように

ボールをついているかは検討されていない。宮丸

ら8)はいまりつき〃技能の動作様式について，発達

の観点から５段階の動作パターンに分類するとと

１゜はじめに

゛まりつき〃の技能的な特徴''8)はポールの動きに

ついての視覚情報の正確な把握とそれに基づく筋

出力の制御を要する技能で，筋の操作にかかわる

グレーディング，タイミング，スペーシングなど

の調整力2.3)に基盤をおく基本技能の一つである。

＊神戸女子大学：ＫＯ此Ｗｂｗｃ脈Ｕ〉zjucﾊﾉｫy，Ｈｉｇａｓﾉbj)ﾉα〃(MOyα”α，Ｓ"”α-Ａ"，Kobe．
＊＊京都教育大学：KyotoＵ)zjzﾉC応ｉｎノCl/Ｅ〃cα/jo"，ＦｚｲﾙαﾉＩＦ"sa-Fz`//"０ｍｍ；ＦｚＭ伽ﾉｰﾉＭ，Kyo/０．
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n．研究方法６に，３週間にわたって様々な形式のボールを用

いた運動を指導し,、まりつき"の動作様式の発達と

連続回数の間に密接な関係があることを明らかに

した。しかし，この知見は練習による上達の経過

を継続的に観察した結果によるものではない。ま

た，松浦ら6)は継続的観察から、まりつき〃の連続

回数や上肢の動作様式は５歳後半から６歳前半に

かけて顕著に発達すること，ポールコントロール

の上達や動作様式の習熟度と連続回数には関連が

大きいことを報告しているが，練習効果について

は追及していない。

調整力は男女とも４～6歳ころに高めるのが適当

である7)といわれている。したがって。、まりつき〃

技能においても，この年齢期に一定期間にわたっ

て練習を行わせた場合，その技能は著しく発達す

ることが予測できる。しかし，短期間の集中的練

習においても，松浦ら6)の報告と同様の発達過程を

たどりながら技能が上達するかどうかは明らかで

ない。

そこで，約１カ月にわたる自由練習期間の毎回

について測定・分析した、まりつき〃技能の上達

過程について報告する。

１研究対象

本研究の対象児は４歳７月～12月（４歳後期群）

の男児６名と女児１０名，５歳０月～６月（５歳前

期群）の男児８名と女児７名，５歳７月～１２月（５

歳後期群）の男児８名と女児14名，６歳０月～６

月（６歳前期群）の男児５名と女児９名，合計６７

名である。対象児の身長，体重は表－１のとおり

である。

２練習および測定期間

1991年１１月～１２月の期間に，１１回～12回，同一

の幼児を対象に練習と測定を実施した。

３測定項目及び測定方法

゛まりつき〃：毎回の測定前に測定で用いたのと

同じポール（ドッジボール１号：直径20cm，重量

3009）を持たせ，指導をせずに１０分間，自由に練

習させ，その直後に測定を実施した。測定は，屋

内フロアーにおいて，直径1.5ｍの円の中で゛まり

つき〃を２回試行させ，円の中でつけた回数を最

高50回を限度としてカウントするとともに，側方

からⅢまりつき〃動作をビデオテープに収録した。

測定は２回実施し，連続回数が多い方の試技につ

表－１対象幼児の体格（身長，体重）

一
測
定
数

－８－

年齢群

性

別

測
定
数

身長（c､）

ＭＥＡＮＳＤＭＡＸＭＩＮ

体重（kg）

ＭＥＡＮＳＤＭＡＸＭＩＮ

4歳後期群

男児

女児

６

１０

１０６．８３．９１１２．１１０１．６

1０７．７４．３１１５．０１０２．８

1８．７２．３２１．６１６．５

１７．７２．１２２．０１５．０

5歳前期群
男児

女児

８

７

110.2４．８１１５．５９９．７

1０９．６１．９１１３．２１０７．８

１８．４２．８２２．０１４．０

1７．７１．４２０．５１６．０

5歳後期群

男児

女児

８

1４

1１２．７１．４１１５．３１１１．３

1１１．５４．１１１７．９１０４．７

1９．０１．９２２．０１６．０

1８．７１．１２１．０１６．５

6歳前期群
男児

女児

５

９

１１９．９１．７１２２．０１１８．４

1１５．４６．１１２３．９１０５．１

2１．５２．２２４．５１９．０

2１．４４．２２８．０１６．５
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いてビデオテープを再生し，①ボールが床からは

ね上がっている高さ，②ボールをついているとき

の身体とボールの距離（水平方向)，③ボールをつ

くときの姿勢，④ボールをつくときの上肢の使い

方について，それぞれに設定した分類カテゴリー

に合わせて分析した。この研究においては，一定

期間の自由練習をさせたときに，Ⅲまりつき〃技能

がどのような習得過程を経て上達していくのかを

明らかにすることを目的としたので､連続回数のカ

ウント上限は50回までとして行った。

Ⅲ、結果および考察

１.連続回数の上達

表２には男女別，年齢群別に測定回数ごとの平

均値，標準偏差，変動係数（標準偏差／平均値)，

;最大値，最小値，中位数を示し，また，図１には

練習にともなう中位数の変化を示した。

連続回数の中位数から練習による変化をみると，

４歳後期群と５歳前期群においては練習の第10回

目までは男女とも回数の増加が安定しなかったが，

表－２ 測定 (練習）の回数ごとにおけるⅦまりつき〃の連続回数
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リティーをもつことが示唆された。

能力の高い者では，男女とも４歳後期群の第６

回目に50回つけた者がいたのに対し，能力の低い

者が連続して10回つけるようになったのは，６歳

前期群男子では第11回目，女児では５歳後期群の

第８回目および６歳前期群の第９回目であった。

先行研究の結果5.6,8,9)と同様に群内のばらつきが大

きかったことも合わせて，幼児期においては噸ま

りつき〃技能の上位者と下位者との発達に大きな

差があることが確認された。

各年齢群について，練習終期の中位数を練習さ

せなかった前報6)の結果と比較すると，すべての年

齢群において前報の成績を大きく上回り，この年

齢期における噸まりつき〃の練習効果は顕著であ

り，幼児の機能的運動の顕著な発達時期8,9.10,11)に

合致していた。

練習による中位者の上達が５歳後期群，６歳前

期群で顕著であったことから，トレーナビリティ

ーが高いこの時期に保育の教材や遊びとして⑪ま

りつき〃を積極的に経験させるのが適当と考えら

れる。

２.ボールコントロールの上達

(1)ボールのはね上がった高さからボールコント

ロールにおけるグレーディング,タイミングの調整

を分析するために,9段階のカテゴリー6)を設定した

(①膝より下の高さ，②膝の高さ，③腰と膝の間の

高さ，④腰の高さ，⑤腰と胸の間の高さ，⑥胸の

高さ，⑦胸と肩の間の高さ，⑧肩の高さ，⑨顔の

高さ)。はね上がったポールの高さは，連続回数の

１回（１球）毎に，連続回数のすべてについて判

定し，最頻のランクを個人のランクとし，異なっ

たランクに頻度が同じとなった場合は，より優れ

たランクをもって個人のランクとした。

図２－１～２はボールの高さの変化過程を男女

別，年齢群別にまとめたものである。図には練習

による変化をみるために，全対象児について，測

定ごとのランク欄に○印をいれ，順に線でつない

だ。したがって，この線の数は人数を示している。

図にみられるように，どの年齢群も練習の終期に

は初期よりランクの分布幅が小さくなり，多くの

Iiiil
二
鞠

iｎ
“

二uｌ

測定（練習）回数

続回数の中位数の

図－１ 叩まり つき〃連

○４歳後期群

▲５歳後期群

①
■

群
群

第10回目前後のころには゛まりつき〃技能の初期

的段階の目安8)とされる１０回を越す水準に達したが，

最終の第12回目においても５歳後期群女子のほか

は、まりつき〃技能の初歩的段階の目安とされる

25回にいたらなかった。５歳後期群では第４回目

に男女それぞれ９回，１０回を示し，それ以降にお

いても著しい上達を示し，第７回目には25回を越

える回数を示した。６歳前期群は第２回目におい

て，男女それぞれ１４回と16回を示し，練習初めに

おいても半数の者が既に、まりつき〃の初期的段

階の技能を習得していたと考えられ，練習の終盤

には中位数が40回以上に達し，約半数の者が゛ま

りつき〃における成熟段階の技能を習得したと考

えられる。このように，５歳後期群と６歳前期群

は男女ともこれより年少の年齢群に比べると上達

が顕著で，レディネスが備わり，高いトレーナビ

－１０－
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測定（練習）によるポールの高さの

変化（５歳後期群，６歳前期群）

【ランク】①：膝より下②：膝の高さ

③：腰と膝の高さ④：腰の高さ

⑤：腰と胸の高さ⑥：胸の高さ

⑦：胸と肩の間⑧：肩の高さ

⑨：顔の高さ

測定（練習）によるボールの高さの

変化（４歳後期群，５歳前期群）

【ランク】①：膝より「②：膝の商さ

③：腰と膝の間④：腰の尚さ

⑤：腰と胸のifJjさ⑥：胸の高さ

⑦：胸と肩の高さ⑧：肩の高さ

⑨：顔の高さ

図－２－２図－２－１

が容易な腰の高さ付近になり，ボールをつくとき

のグレーディングとタイミングの学習がなされた

ことを示していた。

(2)図－３（１－３）はボールと身体(足先)の水平

方向からみた距離について男女別，年齢群別に練

習による変化をう゜ロットしたもので､ある。分類に

者がランク③から⑤に分布していた。また，連続

回数が多い５歳後期群女児および６歳前期群の男

女児では，測定毎のランクの変化が小さく，とく

に男女の６歳前期群では小さくなっており，技能

が成熟しつつあることが示唆された。このように，

練習によってボールの高さがボールを操作するの

－１１－
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用いたカテゴリーはＡ：身体の遠くで肘を伸ばし

てつく，Ｂ：中間の距離でつく，Ｃ：身体の近く

で肘を曲げてつく，の３類型である。（３－１）

中間の距離でつく者の数は年齢の高い群ほど多

く，また，連続回数の多い者ほど多く，前報6）

と同様の傾向が認められ，年齢および練習の積み

重ねによってポールとの距離がＢまたはＣからＡ

に変化していた。（３－１～２）

図－４にボールと身体の距離に影響をもつ上体

の姿勢について，練習の初期（第１～２回目）と

練習終盤期（第10～１１，または'1～12回目）にお

ける類型別頻度を図示した。分類のカテゴリーは，

Ａ：上体を直立させてつく，Ｂ：上体を少し前傾

させてつく，Ｃ：上体を前に深く曲げた低い姿勢

でつく，の３類型である。個人のカテゴリーの決

定には，ポールの高さの分析と同じ手順が取られ

た。練習初期においては類型Ａの頻度は男子より

女子が少なく，類型Ｃの頻度は男子より女子が多

訊灯｡騨。 緑iツ

溌ii'biloiiW。
がiHPjliiH

ポールと身体との距離

Ａ：身体の遠くで肘を伸ばしてつく

Ｂ：中間の距離でつく

Ｃ：身体の近くで肘を曲げてつく

図－３－１
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図－３－２測定（練習）ごとにみたボールと身体との距離と連続回数との関係

（４歳後期群，５歳前期群）▲身体から遠い○中間■身体に近い
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図－３－３測定（練習）ごとにみたポールと身体との距離と連続回数との関係

（４歳後期群，５歳前期群）▲身体から遠い○中間■身体に近い

〈，類型Ｂは５歳前期群女子と６歳前期群男女の

ほかは頻度が少なかった。練習の終盤期には男女，

年齢を通じて類型Ａが減少し，年少群では類型Ｂ

よりＣが多く，年長群では類型ＣよりもＢが多く

なり，Ｂの頻度は男女と650～70％を占めるよう

になった。

このように，ポールと身体（足先）との距離は

ポールコントロール能力の習熟，および，この能

力の影響も受けるが，上体の構えの姿勢との関係

がみられた。動作の際にはさらに，ポールの動き

をとらえた視覚情報を正確にとらえ，動作をうま

く制御する能力の発達''8)からも影響を受ける。技

能が未熟な段階では上体を直立させた姿勢で足元

の近くでつくか，あるいは逆に，ポールを近くに

見ようとしてか上体を前に深く曲げた姿勢で，足

元から遠い位置でつくことになり，また，練習に

より経験が蓄積され，スペーシングの調整能力の

向上，ボールコントロールの習熟などによって，

上体を適当に前傾させた中間の距離でつけるよう

に変化するものと推察される。

３．上肢の使い方の上達

図－５－１～２にポールをつくときの上肢の使

い方を示した。分類のカテゴリーは，Ａ：腕を伸

ばした状態でつく，Ｂ：腕は伸びているが手首は

屈伸させてつく，Ｃ：肘および手首を屈伸させは

がらつく，Ｄ：腕を長さいつぱいに使い，肩，肘，

手首を屈伸させながらつく，の４類型である。

手首や肘の屈伸をしないで腕を伸ばしたままで

つくＡの動作様式でつく者は，４歳後期群と５歳

前期群においては，練習の初期段階に多くみられ

るのみて､なく，最終の第１２回目の測定時において

も少数ではあるがみられた。これに対し，５歳後

期群と６歳前期群では男女を合わせても，Ａの動

作様式でつく者は練習の全過程を通じてみて６１

例のみであった。練習による連続回数の増加推移

において５歳前期群までと５歳後期群以降とでは

－１３－
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ボールをつくときの上体の姿勢についての類型別頻度

【ランク】Ａ：上体を直立させた姿勢Ｂ：上体を少し前傾ざ七

Ｃ：上体を前に深く曲げた姿勢

図の下段は練習初期（第１～2[ﾛ１月)，上段は練習終盤期（第１０～

図－４

上体を少し前傾させた姿勢

刃の下段は練習初期（第１～2[ﾛ１月)，上段は練習終盤期（第１０～１１回目，

または第11～１２回目）における頻度を示している。

上達の度合いが著しく違っていたが，その違いの

理由はここで両群に認められた腕の使い方の違い

に基づくものと考えられる。

練習による動作様式の移行をみると，練習の初

期段階において４歳後期群と５歳前期群ではＡお

よびＢの動作様式，５歳後期群では主としてＢの

動作様式，６歳前期群ではＢの動作様式が減少し，

ｃの動作様式が増加した。また，年齢にかかわら

ず，連続回数が50回の者の動作様式はＣもしくは

Ｄであった。練習を重ねることによって肘の屈伸

が使われるようになり（Ｃ)，さらに，腕全体を使

ったつき方（Ｄ）の動作様式へと変化し，その移

行はどの年齢群にもみられたが，年齢の高い群ほ

ど練習の早い段階で現れており，年齢におけるレ

ディネスの違いが示唆された。

動作様式からみた習熟度と連続回数との関連が

深いことは既に指摘きれている6'8)が，練習による

変化の過程については明らかでなかった。今回の

結果から動作様式が，肘の屈伸を用いたＣに変化

した後で連続回数が急増の経過を示したことは，゛ま

りつき〃技能の向上にとって肘の屈伸動作を習得

することの重要性を示すものとして注目したい。

－１４－



松浦，野原：幼児の、まりつき〃技能の発達についての研究

Ｉ

川
別

Ｉ ［－
『
坐
ヨ
コ

ト
ー｜

'■’

Ⅱ
‐
［
司
田
四

図－５－１測定（練習）ごとにみたボールをつくときの上肢の使い方と連続回数との関係

（４歳後期群，５歳前期群）

○Ａ：腕を屈伸しないで棒の様にしてつく。△し手首，肘とも屈伸してつく。

■Ｂ：腕は伸びたままで。手首は屈伸してつく。⑪Ｄ：腕全体を使い，肩，肘，手首の屈伸をしてつく。

５歳前期(夕騨
堅
‐
一

１
１

面’’’’’’’’二一一一一一一一一一畠一一一一一一一田一畳田一一二鴎 【
Lfl

■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
Ｅ
■
■
■
■
■
■
■
囚
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
円
刷
■

■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
南
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｎ
円
、
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
、
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
【
Ｍ
ｎ
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
円
同
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
、
■
■
雨
■
■
■
崖
■
、
間
同
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
、
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
配
面
同
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■Ｉ

１

『
図－５－２測定（練習）ごとにみたボールをつくときの上肢の使い方と連続回数との関係

（５歳後期群，６歳前期群）

○Ａ：腕を屈伸しないで棒の様にしてつく。▲Ｃ：手首，肘とも屈伸してつく。

■Ｂ：腕は伸びたままで，手首は屈伸してつく。●Ｄ：腕全体を使い，ルブ，肘，手首の屈伸をしてつく。
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だいた神戸女子大学附属幼稚園（樋口貞子園長）

にたいして，感謝申し上げます。
Ⅳ．まとめ

約１カ月間に11～12回，１０分間の自由練習をさ

せることによって，剛まりつき〃技能がどのように

上達するかを検証するために，４歳後半から６歳

前半の男女児67名を対象とした測定およびビデオ

テープからの動作分析を実施し，その結果から以

下の知見が得られた。

1）中位数が、まりつき〃技能の初歩的段階の連続

回数とされる10回を越えたのは，４歳後期群お

よび５歳前期群では練習の第１０回目前後，５歳

後期群では第４回目，６歳前期群では第２回目

であり，とくに，６歳前期群の半数は練習初め

の段階で既に、まりつき〃技能について一応の

習得をしていると考えられる。

2）加齢による発達を中位数からみると，５歳後期

群と６歳前期群はこれより年少の者よりも練習

による上達が顕著であり，この年齢期は耐まり

つき〃についての高いトレーナビリティーをも

つことが示唆された。

3）練習によってボールに対するグレーディング，

タイミングの調整能力が上達し,ボールを腰の

高さ付近で操作する者が増加した｡また,ポール

と身体の水平距離は,練習初期では身体に近い

距離や身体から遠い距離でつく者が多かったが，

練習につれて中間の距離でつく者が増加した。

4）年齢にかかわらずパフォーマンスが高い者は，

ポールをつくときの肘の屈伸，あるいは肩。肘。

手首の屈伸を用いる動作様式をとっていた。ま

た，耐まりつき〃動作において肘の屈伸が習得

された後に，連続回数が急増したことから，肘

の屈伸動作の習得が州まりつき〃技能習得にお

いても重要な役割をもつと考えられる。

稿を終わるにあたり，本研究について協力をいた
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女子サッカー選手の社会意識に関する研究（１）
大学生の場合一

宮村茂紀＊

Thesocialconsciousnessof

femalestudentfootballplayers

ShigekiMiyamura＊

Abstract

ThisisacomparativestudyofsocialconsciousnessofJapanesefemale・studentfootballplayers

Resultsofaquestionnaireforthesestudentsaresummarizedasfollows：

(1)Facteranalysisshowsthreefactors：socialrole,jobabilityandcooperation．

(2)Femalefootballplayersaredistinguishedontheviewofoccupationfromstudentswhodonotparticipate

insportingactivities．

(3)Allfemalestudentsparticipatinginschoolsports，includingfemalefootballplayers，ｈａｖｅａｖｉｅｗｏｆ

ｓｐｏｒｔｓｉｎｒｅｌａｔｉｏｎｔｏｔheirownfutureemployment．

(4)Femalefootballplayersaredistinguishedontheviewofsportsfromthestudentswhoparticipate

inothersportingactivities．

級もスポーツに参加２１)できるようになってきたと

いう事実，そして，男性の独占物ではなく女'性に

も開かれるようになったという歴史38入39入44)である。

その一方で，ドーアの指摘7)を待つまでもなく，日

本を筆頭とする急速な近代化を進めた社会は学校

教育を社会化と人材選抜の中核としていくが，前

述の急速な近代化を果たした社会では，近代化の

過程で，スポーツもまた学校教育の中で体育とし

て普及発展19入27)37)することとなった。

そして，Ｊ・ハーグリーブスも指摘'4)するよう

Ｉ・緒言

「スポーツが男`性`性を示すもので，女性は元々ス

ポーツには向いていない」という意見を現代社会

で表明する人はまずいないであろう。しかし，－

世紀もさかのぼれば，この意見は「意見」ではな

く，自明のことがら，常識であり，改めて表明す

るような意見ではなかった。本稿では近代スポー

ツの歴史３０)’３１)'34)については論じないが，少なくと

も，この100年の歴史は，スポーツの民主化の動き

とともに，有産階級40入45)だけではなくどの様な階

神戸女子大学：ＫＯ比Ｗ1,"c"ＩＳＵ)zjUc応jty,Hig[ＭＭ”α弓ＡＱｙａｗａ,Ｓ"ｗα伽,ＫＯ化
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続ける上での社会生活面，精神面での困難さを記

しているように，また，サッカーの母国イングラ

ンドにおいても，ＦＡは女子サッカーをなかなか認

めず，女子サッカーの実質的な排除ないし隔離と

いう状況が，８０年代にはいるまで続いたと指摘29）

されているように，現代でもまだまだ女'性が「男

性的」スポーツをするのに心理的，社会的抵抗が

なくなったと言い難いのが現状である。

さて以上の問題意識にしたがった研究として，

江刺8入31)が戦前からの歴史的背景と現状についての

分析を女性の性役割との関連で行っているが，ア

メリカでは70年代より，「男`性的」スポーツの受容

に関する調査研究がみられる。萩原，)の紹介にした

がってまとめると，激しいスポーツをすることに

｢女らしさの危機」を感じる者が依然として多く，

スポーツをしない者ほど女性のスポーツを「非難」

する傾向を示しているとのことである。

本調査研究では，上記の先行研究を踏まえ，「男

性的」スポーツとされてきた「女子サッカー」を

すでに選択している女子学生自身が，‘性役割分化

との関連で，具体的な職業選択，スポーツ選択に

ついてどのような意識を有しているのか，他の女

子学生とどの様に異なっているのかを探ろうとす

るものである。

これまでの論考からすれば，サッカーを実践し

ている女子学生は，他のスポーツをする選手とと

もに，伝統的な性役割，そして女性観に基づくス

ポーツ観から自由であるという仮説が成立する。

さらに，職業志望においても同様の傾向がある可

能性も推論として成立する。

に，体育は学校教科の中で最も顕著に性別による

カリキュラムが構成されてきた。幼児教育におけ

る`性役割分化の社会化プロセスが「隠れたカリキ

ュラム」として教師の言説として構成されている

という森22)の指摘以上に，学校体育の場において

は，一定年齢以上での男女別指導あるいは男女別

種目が自明の事のように認識されてきた。とりわ

け，学校教育を核44)としてスポーツが展開してき

た日本では，長い間｢女子にふさわしいスポーツ」

43)という枠組によって女性が参加できるスポーツ

が暗黙のうちに限定されてきた。つまり，近代社

会のスポーツの歴史は，一面では，学校教育のも

とでの「合理的」とされる性差言説を根拠に女性

のスポーツが限定18)されてきた歴史１３)であるとも

言える。

しかし，基本的には産業構造の変化職業構造

の変化，それに伴う女性の社会への進出に歩を合

わせて，スポーツにおいても従来からの様相とは

相当に変化してきている。つまり，女性が「女性

にふさわしい」スポーツ４１)に参加していくばかり

でなく，従来から「男性」のスポーツとされてき

た種目，サッカー，ラグビー，マラソン，柔道，

レスリング，などへの女性の参加9),18入23),24),41),42)が

進んでいる。わけても世界的規模で最も盛んで多

くの人口を有するスポーツとして発展を遂げてき

たサッカーは，以下のような状況で､ある。

日本における女子サッカーは，1976年に発足し，

11年間にほぼチーム数で約11倍(561チーム),選手

登録数で約１３倍(11,660人)という急激な発展2oL36）

を遂げている。1989年より日本女子サッカーリー

グが６チームで発足し'991年には１０チームに増加

された。日本女子代表は1991年の第８回アジア女

子サッカー選手権大会（６月：福岡開催）で２位

を獲得，第１回FIFA女子選手権大会（同年，１１月：

中国広州開催）でアジアの第２代表として参加す

るに至っている。

それでは，いまや女`性がスポーツをすることに

なんの抵抗もないのかというとそうはいえない。

例えば，国際的な元スピードスケート選手のリン・

ゲェスト・デ･スウォート'5)が，女性がスポーツを

11．研究方法

１．調査対象

調査対象は表１に示すが，女子サッカー部員は’

第２回全国大学女子サッカー大会参加８大学及び

第３回関東大学女子サッカー大会参加２大学の計

,0大学（以下，サッカー部女子と略す）の201名で

ある。前述の大会参加10大学及び関西地区５大学

のサッカー部女子を除く運動部（同好会も含む：

デンマーク体操，バレーボール，バスケットポー
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ル，硬式テニス，スキー各部，以下，体育系女子

と略す）は171名，文化クラブ（以下，文化系女子

と略す）は88名，クラブ無所属者（以下，一般学

生女子と略す）は202名の総計662名である。尚，

学年別では，ｌ年次生309名，２年次生172名，３

年次生１１１名，４年次生70名である。これらは有効

回答の数であり回収率は87％であった。

２．調査期間

1990年７月から９月とした。

３．調査方法

調査は，５段階式及び選択肢式からなる質問紙

法により実施した。各大学のサッカー部に質問紙

を郵送し，各クラブで一括して質問紙配布と回収

を行った。体育系女子，文化系女子，一般学生女

子についての調査は上記大会参加大学からの郵送

及びその他，関西地区５大学において，講義。実

技時に集合調査で実施した。

４．データ処理

データ処理は，神戸女子大学,情報処理センター

のACOS-3400を用い，集計プログラムはSPSSXに

より次の手順に基き行った。

l）質問項目中の，５段階評定を求めた項目につい

ては，その評定平均値（Ｍ）と標準偏差（ＳＤ）

を求めた。さらに全質問項目についてクラブ所

属別，学校別，学年別のクロス集計を行った。

2）本研究で行った因子分析は，主因子法を用い，

共通性を推定するときの繰り返しは25回とした。

その集束基準は，0.001とした。因子の解釈を

容易にするために，カイザーのNormalVarimax

法により直交回転が施された。

3）２）によって抽出された因子得点とそのクラブ

所属別，学年別平均値を算出し，それについて

分散分析を実施した。尚，この方法は，因子の

抽出自体が目的ではなく，その質問項目全体の

回答傾向から，クラブ所属，学年別の特徴を全

体として把握するためである。

IIL結果

歴史的にみても，従来より「男は仕事，女は家

庭｣，また「男は積極的，行動的，女は控え目」と

いった伝統的な性役割観や性格観をどの様に認識

するかについて14項目の質問項目から各クラブ間

の平均値に有意な差がみられる９項目（表２）に

ついて因子分析を施しその結果を得た。その後さ

らにバリマックス回転後の因子行列が表２である。

なおこの数値は，「１.非常にそう思う」から，「5.

全くそう思わない」までの５段階評価で尋ねてい

るため，数値が高いほど否定的見解であることを

示している。第１因子は「デートの時に勘定を割

り勘にする男性は情けないと思う」「女性パイロッ

トの飛行機には乗りたくない」「何事にも男性は女

性をリードしていくべきだ」「将来夫に自分の下着

表１．調査対象者数

0

（）内は％

－１９－

学年次

区分 サッカー部

女子

体育系

女子

文化系

女子

一般学生
女子

全体

１ 7２ 6９ 4７ １２１
309

(46.6）

２ 6２ 5０ 2５ 3５
1７２

(25.9）

３ ４２ 3４ １０ 2５
1１１

(16.8）

４ 2５ 1８ ６ 2１
7０

(10.6）

計
2０１

(30.2）

1７１

(25.9）

8８

(13.1）

202

(30.7）

662

(100）
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表２．金属`性の因子負荷量（回転後）

ＦＡＣＴＯＲｌＦＡＣＴＯＲ２ＦＡＣＴＯＲ３

１２０１０６５３１４２３６１７４

１４３５９４０

１４３２０４２４３

を洗濯させたくない」「学生時代はともかく社会に

でれば『女は控え目』でやっていきたい」に高い

負荷量がみられた。これらは性別による役割を表

すものであり「役割」因子と命名された。第２因

子は，「今の社会でも男性と対等に仕事をする自信

がある」「外での仕事でも女性も男'性も同じ能力を

もっている」に高い因子が見られた。これらは性

別の社会的な能力に関するものであるため「能力」

因子と命名された。第３因子は「会社や組織の中

で協力して働くのが好きである」「女性らしい服装

やふるまいに気をつけている」に高い負荷量が見

られた。これらは人間関係やつき合いに関するも

のであり「協調性」因子と命名された。以上のよ

うに全体としては「役割」「能力」「協調性」の３

因子からなっていることが明らかとなった。

次に，ここに抽出された第１因子を水平軸，第

２因子を垂直軸として，この二つの軸を直交させ，

そこに各項目の因子負荷量をプロットしたのが図

１である。

この図に，たとえば各次元の傾向を理解しやす

くするために暫定的に名称を与えるならば，第１

次元は男女の能力に差があり，役割は平等である

と考えているので，「協働・無競争」タイプとなる。

第２次元は男女の能力に差があり，役割は分化し

ていると考えているので，「分業・無競争」タイプ

である。第３次元は男女の能力に差はないが，役

割は分化していると考えているので，「分業・競争」

タイプとなる。第４次元は男女の能力に差はなく，

役割は平等であると考えているので，「協働・競争」

タイプとなるであろう。もちろんこの名称は，一

般社会のイメージに基づく仮のものである。

続いて，図ｌをさらに発展させ，所属別（サッ

カー部女子，体育系女子，文化系女子，一般学生

女子）に，各カテゴリーの因子得点の平均値を平

－２０－

項目 FＡＣＴＯＲ１ ＦＡＣＴＯＲ２ FＡＣＴＯＲ３

109
デートの時に勘定を割り勘にする

男性は情けないと思う
､46887 ､08987 －．１８７０

107
女`性パイ

たくない

ロツ ﾄの飛行機には乗り
､45832 －．１０６０１ －．０５４３

1０５
何事にも男`性は女性をリードして

いくべきだ
､45461 －．０９７１５ ､８０６２

108
将来夫に自分の下着を洗濯させを
し、

､43746 －．09403 ､０６３１

1１２
学生時代はともかく社会に出れば、
｢女は控え目」でやっていきたい

.40034 －．２９１７６ ､１５９１

110
今の社会でも男'住と対等に仕事を
する自信がある

－．15970 ､66316 ､０２５５

103
外での仕事でも女'性も男'性と同じ

能力をもっている
－．０２０１６ ､42264 ､０２９９

113
社会や組織の中で協力して働くの
が好きである

－．１３９６４ ､８５９１ ､３８３９

114
｢女性らしい」服装やふるまいに気
をつけている

､19049 －．０４６２９ ､３７４１

固有値 1．２０１０６ ､５３１４２ ､３６１７４

因子寄与率（％） 1４．３ 5.9 4.0

累積寄与率（％） 1４．３ 2０．４ 2４．３
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ｉ能力（男女差あり）
能力（男女差あり）

（無競争）

Oｌｄ

働）ＩＨＩ

働）

(男女差無し）（競争）

図１項目別因子負荷量

数字は表２の項目（因子）番号 (男女差無し）（競争）

面にプロットすると，図２のようになる。この所

属カテゴリー別の因子得点平均値について分散分

析を実施した結果，当初の因子分析の結果で寄与

率は低いものの，第１因子，第２因子に関してと

もに95％水準で有意なる結果を得た。ちなみに学

年別平均点の分散分析においては，有意な差を得

ていない。これをもう少し詳細に見ると第１軸で

は，サッカー部女子は伝統的な性役割あるいは伝

統的男'性観・女性観を認めておらず，「協働.競争」

タイプに属する。これに対し体育系女子は第２因

子に関して，サッカー部とほぼ同じ傾向を示すの

に対し，「役割」は分化していると捉えており，「分

業・競争」タイプである。ちなみに，文化系クラ

ブは「協働・無競争」タイプ，無所属は「分業。

無競争」あるいは「伝統」タイプと類型化される。

このような，一般的な男女の役割観，能力観に

対する回答から，概括的に把握し，女子サッカー

部所属学生や他の学生の特徴を類型化した。以下

に具体的な職業観，スポーツ観の回答傾向より，

その妥当性を検討した。統計データの検定はすべ

て妬２検定によった。

表３は「自分自身の職業と結婚に対する認知」

についてみたものである。「結婚してもずっと仕事

図２所属別カテゴリー

を続けたい」でサッカー部女子が43.7％，体育系

女子は46.8％で文化系女子の34.0％や一般学生女

子の33.3％に比べて結婚後も職業継続を希望する

ものが大きく上回った。また，「ある程度仕事をし

てから結婚・家庭に入りたい」と考えるものは一

般学生女子の24.4％・文化系女子の21.6％でサッ

カー部女子及び体育系女子よりも多かった。

次に具体的な職業希望や職業適性に関する認知

について尋ねた。表４よりみると，サッカー部女

子は教員・保母希望が59.9％と圧倒的に多く，事

務・ＯＬ希望は8.7％と他に比べて極めて少ない。

一方，事務・ＯＬで最も多いものは一般学生女子で

35.3％であり次いで文化系女子の32.8％であった。

さらに，従来「男性的」とされた職業を掲げ，職

業適性についての一般的認知として尋ねた結果が

表５である。ここでは，各職業項目での肯定的回

答をした割合の高い属性11項に順位を付け，その合

計点を比較するという手法を用いると，この場合，

合計点の値の小さい属'性ほど，ここに掲げた職業

を全体として女性にも可能と考えていることにな

る。その結果は，サッカー部員が最も肯定的に反

－２１－



京都体育学研究第８巻平成５年２月

した。マラソンのみ平均を下回ったが全体の平均

値も高く，また各属性間に有意な差はなかった。

特筆すべきことはアメリカンフットボールのよう

に全体としては可能とする回答が低率の中で，サ

ッカー部女子が一般学生女子の倍を上回る結果を

得たことである。また，ラグビーでも類似した傾

向を示し，一般に女`性には無理と思われている種

目５種目(例えばメセニーが女`性スポーツとして｢非

受容｣と分類した種目：萩原前掲書9))で，サッカー

部女子と他者問の認知に有意な差が認められた。

応しており，全ての職業について平均を上回った。

第２位は文化系女子，第３位が体育系女子，第４

位が一般学生女子の順であった。職種別では，サ

ッカー部女子とその他の群との差が「エンジニ

ア」「外国航路船員」「自衛官」等３職種で有意で

あった。

表６は女性に可能なスポーツ種目についての一

般的な認知についての結果を示したものである。

これについても，前問と同様の処理をした。ここ

でもサッカー部女子が全体として肯定的回答を示

表３．自己の職業と結婚に対する認知％

（）は実数，ｐ＜０．０５

表４．具体的な職業希望％

サノカーｉＬＭｒ５９９３１７８７４７100(172）

体１F】手女イ〕２１７１００〕０７２４〕１４１００(140）

Ｘ化平女「２８４７５２０９〕0３２８８６100（６７）

Ｈｋｒ４女「３６７７２８（）３６３５３８６100(139）

今体４７５６０１１４４６２１２３２ｊ〕100(518）

ｐ＜0.001（）は実数

－２２－

サッカー部

女子

体育系

女子

文化系

女子

一般学生

女子
全体

1．なるべく早く結婚して家庭に

入りたい
４．０ ８．８ ５．７ ９．０ ７．０

2．ある程度仕事をしてから結婚

をして家庭に入りたい
１７．１ 2１．１ 2１．６ 2４．４ 2０．９

3．結婚しても子供が生まれるま

では仕事を続けていきたい
2７．１ 1９．９ 3５．２ 2８．９ 2６．９

4．結婚してもずっと仕事を続け

たい
4３．７ 4６．８ 3４．０ 3３．３ 4０．１

5．その他 ８．０ 3.5 3.4 ４．５ 5.2

計
1００

(199）

100

(172）

1００

（８５）

100

(201）

100

(659）

教員

保母

看護婦

福祉

公務員

学芸

体育系 理科

薬剤

事務

ＯＬ

その他
計

サッカー部女子 5９．９ ３．５ 11.0） 1０．５ 1．７ ８．７ ４．７ １００(172）

体育系女子 5２．１ ７．１ １０．０ ４．３ ０．７ 2４．３ 1．４ 100(140）

文化系女子 2８．４ ７．５ 2０．９ ０ ３．０ 3２．８ ８．６ 100（６７）

一般学生女子 3６．７ ７．２ 8.6 ０ ３．６ 3５．３ ８．６ 100(139）

全体 4７．５ ６．０ １１．４ ４．６ ２．１ 2３．２ ５．３ 100(518）
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表５．女性に可能な職業認知％

サッカー部女ｆ ８５．６ ９４．０ ７４．６ ８７．１

－－－－Ｆ
－－－■団一一一
一一Ｐ円Ｐ印Ｐ
￣■－－－－■
■■■■■■－－

８３．６ ７５．

化系「‐ ８６．２ ８２．８

‐般学'ｔ女ｆ ７９．７ ７４．８

８３．４ ７７．６

ＮＳ ＮＳ ＮＳ ＮＳ

人
新聞職業カートエンン外llHJL畉固

自衛ﾄ トフク｜
属性マンＬぞ－ア路Ｈ』島督 運転手

サカ微１３８３９４７８６５７２５３７８９１６５２（201）

体育＋女イ〕９２９３０６０８４６４９７８８９５６１（171）

Ｘ化十次「４０２９４３７１３２９６２１８１６６７（８７）

Ｈｆ１文』３１７９２１６４４４３１４３６８３７６４（202）

へ体３６９Ｊ３〕６８７４９３５０７８６８６０４（661）

ＮＳＮＳ＜０００１＜005＜００５ＮＳＮＳ

９３．０ ６０８

（８７）

９３．３ ６８．７ ５０．７ ８６．８ ６０．４ （661）

ＮＳ ＮＳ ＯＩＩ く0．０５ く０．０５ ＮＳ

重複回答あり，（）は実数

表６．女性にできるスポーツ％

サノカー部女「５７７７６１９６０１０００９５０

体育系女「２８１）７９６９７１９１２９３６

文化系女「４４３６４８１０００９０９

サッカー回j女「. ５７．７ １００．０

９２ ８８．１

９２．０

ＮＳ＜０．００１ ０．００１ ＮＳ ＜0.001

（201）

７７．２ ２１１ （171）

￣■－－－Ⅳ一
一Ｆ■－－Ｐ雨■

Ｕ■■■■

（662

重複回答あり，（）は実数

－２３－

裁判官
会社

経営者

'､（ イ

ロット
指揮者 調理師

サッカー部女子 8５．６ 9４．０ 7４．６ 8７．１ 8０．１

体育系女子 8３．６ 9３．６ 6７．８ 8３．６ 7５．４

文化系女子 8６．２ 8８．５ 7３．６ 8８．５ 8２．８

一般学生女子 7９．７ 8８．６ 6４．９ 8２．２ 7４．８

全体 8３．４ 9１．５ 6９．７ 8４．９ 7７．６

ＮＳ ＮＳ ＮＳ ＮＳ ＮＳ

ガード

ーマン

新聞
記者

エンジ

二 ア

外国航

路船員
自衛官

映画

監督

大型
トラック
運転手

計

サッカー部女チ 3８．３ 9４．５ 7８．６ 5７．２ 5３．７ 8９．１ 6５．２ (201）

体育系女子 3９．２ 93.0 6０．８ 4５．６ 4９．７ 8８．９ 5６．１ (171）

文化系女子 4０．２ 9４．３ 7１．３ 5２．９ 6２．１ 8５．１ 6６．７ （８７）

一般学生女子 3１．７ 9２．１ 6４．４ 4３．１ 4３．６ 8３．７ 5６．４ (202）

全体 3６．９ 9３．３ 6８．７ 4９．３ 5０．７ 8６．８ 6０．４ (661）

ＮＳ ＮＳ ｐ ＜０．００１ ｐ ＜０．０５ ｐ ＜０．０５ ＮＳ ＮＳ

ラクビー
アイス
ホッケー

マラソン サッカー 柔道

サッカー部女子 5７．７ 7６．１ 9６．０ 1００．０ 9５．０

体育系女子 28.1） 5９．６ 9７．１ 9１．２ 9３．６

文化系女子 4４．３ 6４．８ 1００．０ 9３．２ 9０．９

一般学生女子 2９．２ 5４．０ 9９．０ 8８．６ 8８．１

全体 3９．６ 6３．６ 9７．７ 9３．４ 9２．０

ｐ ＜０．００１ ｐ ＜０．００１ ＮＳ ｐ ＜０．００１ ＮＳ

野球
ウェイト

リフティング
カーレース

アメリカン

フットボール
計

8４．６ 6０．２ 7６．１ 4４．８ (201）

7７．２ 5５．０ 7３．１ 2１．１ (171）

7８．４ 4７．７ 7３．９ 2９．５ （８８）

7６．２ 4６．０ 7０．３ 2１．３ (202）

7９．３ 5２．６ 7３．３ 2９．５ (662）

ｐ ＜０．０５ ＮＳ ＮＳ ｐ ＜０．００１
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この傾向は，同じ運動クラブであっても体育系女

子とは対称的であり，どちらかといえば文化系女

子に近い様相を示した。一方，第２軸による男女

の社会的能力差についての認知では，サッカー部

女子，体育系女子ともに，男女の能力差を認めな

い方に傾斜している。この傾向を他のクロス集計

結果と併せて考察する必要がある。職業認知（表

５)，スポーツ種目認知（表６）ともに，サッカー

部女子，体育系女子は文化系女子以上に女子の職

業やスポーツへの進出に消極的である。そして，

現実に女性の進出が進んでいない職種，種目ほど

有意な差を示している。また，表７によっても肯

定されるように，サッカー部女子と体育系女子と

では身体的レベルでの「女らしさ」の保護につい

て意識に差がある。つまり，体育系女子は，男女

の能力差は認めなくとも，生物学的性差から言及

されてきた，社会的役割に対する「適`性」の差異

を認めているということである。サンプル内の体

育系クラブが，従来より比較的女性の多くが参加

する種目であったことも，間接的にそれを裏付け

ている。そうであるならばサッカーに限らず「激

しい」「男性的な」スポーツ種目や職業を，サッカ

ー選手は，自己に肯定的な意識をもつという解釈

前問を補う意味で，女性のスポーツ参与を「女

らしさ」との関連で理由を挙げて尋ねた結果が表

７である。全体として，「1.男女の差なく楽しむべ

き」に対し肯定的ではあるが，とりわけサッカー

部女子が81.9％あり，他の所属に比べ圧倒的に高

い積極的な態度がみられた。「2.身体的に危険なス

ポーツは避ける」への回答も含め比較すると，そ

の差はより明確になっていた。

Ⅳ．考察

１．サッカー部女子の特徴

サッカー部女子が，男女の'性役割について他の

女子学生に比べ伝統的な役割観からは自由であり，

スポーツにおいても，職業においても，男女の差

を意識していないという特徴的意識が明らかにな

った。それは，サッカーへの参与が，スポーツや

職業における性差に関わる言説への態度と相関を

有するということである。

そこで，サッカー部女子と体育系女子との差異

について考察すると，因子得点の平均値をプロッ

トした各象現図，即ち図ｌから窺えるように，第

１軸についてサッカー部女子が，伝統的な性役割，

あるいは伝統的男』性観，女`性観を認めていない。

表７．女`性のスポーツへの態度％

（）は実数，ｐ＜0.001

－２４－

サッカー部 体育系女子 文化系女子 一般学生 全体

1．どんなスポーツも男女の差

別なく楽しむべきだ
8１．９ 5４．８ 5５．７ 5９．５ 6４．６

2．身体的に危険なスポーツで

あれば女`性は避けるべきだ
1５．１ 3７．５ 3７．５ 3５．５ 3０．１

3．闘争心をかきたてるスポー

ツは女性には向いていない
０．５ １．８ ２．３ 1．５ １．４

4．女`性らしい体つきが失われ

るのでしない方がよい
０ ２．４ １．１ 1．０ １．１

5．その他 ２．５ ３．６ ３．４ ２．５ ２．９

計
100

(199）

１００

(168）

100

（８８）

100

(200）

１００

(655）
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ができる。そしてその場合は，例えば柔道やラグ

ビーといった種目に参加する女子学生との比較が

必要となってくる。

２．今後の課題

本研究から明らかになった上記結論とその限界

から，今後の研究課題となるものを仮説的に提起

すると次のようになる。

まず，本調査のサンプルにおいては，表４のよ

うに，サッカー部女子，体育系女子ともに，教員，

保母志望が多い。教員という職業が何故志望され

たかについては，本調査からは解明されないが，

一般的には，教員という職業は，現在の日本社会

では男女の待遇に差のない，さらに女性が一生継

続していける職業として認識されている職種であ

る。そうした職業を志望する学生のアスピレーシ

ョンのあり方が，学生生活においても，サッカー

という従来は「男』性的」スポーツと認識されてい

たスポーツに参加させた可能性が考えられ，また

逆にサッカーを通してそうした意識が形成された

とも考えられる。

さらに，日本における女子大学に女子サッカー

が多いという点についても若干の付言が必要であ

ろう。本研究で調査を依頼した大学，即ち'991年

度の全国大学女子サッカー大会参加大学をみれば，

教員養成系大学や体育系大学，及び女子大学に限

られている。そこで，上記以外の共学大学に何故

女子サッカーが成立しないかを考察すると，共学

大学では，日常生活においてコンベンショナルな

女性観に支配されやすい。すなわち，男女の「能

力」や「役割」についての従来からの認識がその

まま，男女が共に学ぶ大学では反映される可能性

が高い。その結果，女性はその価値観を内面化し，

またそうした演技をすることで日常生活を構成し

ていくとすれば，共学大学に女子サッカーが成立

しにくいことになろう。そうなると，例えば，サ

ッカーに関心のある女子学生はサッカー部の「マ

ネージャー」となり，ますますコンベンショナル

な役割観が再生産されていくことになる。一方，

女子大学では，学内生活において男子学生からの

`性役割等の圧力を受けないことが，ある意味で様々

を役割を試行する機会を提供すると考えられる。

本調査からは以上のような仮説が導き出される

が，サッカーへの参与とその特徴的な職業観，ス

ポーツ観の形成との因果関係を明らかにするため

には，今後，サッカー部参加の動機，大学志望，

職業志望，性役割意識形成等を時系列的に明らか

にする，サッカー部女子の個人史を明らかにでき

るようなインタビュー調査，また女子大学と共学

大学における日常場面での言説分析等を実施する

ことが課題となろう。

Ｖ・要約

本研究は，大学の女子サッカー部，運動部，文

化部及び一般学生女子に対し性役割意識に関連し

て職業観，スポーツ観を明らかにしようとするも

のである。調査結果の検討から以下のような結果

が得られた。

1）サッカー部女子，サッカー以外の運動部，文化

部，クラブ無所属者の役割観，能力観を明らか

にするために因子分析した結果，「役割｣，「能

力」の因子に関連して，それぞれ識別可能な類

型化が可能となった。

2）サッカー部女子は，男女の職業観において，従

来の男女の職業分化に拘束されない職業観を有

しているという点において他の属性とは明確に

区別される。

3）サッカー部女子と体育系女子は，自己の職業志

望において，教員志望者が多く，仕事を続けて

いくとする者が多いという点において他の属性

とは明確に区分される。

4）サッカー部女子は，スポーツ観において，従来

の男女のスポーツ文化に拘束されないスポーツ

観を有しているという点において他の属性とは

明確に区分される。

尚，本論を終えるにあたり，調査研究・`情報処

理などに懇切なるご教授を賜りました大阪経済大

学教養部助教授，黒田勇氏には深甚の謝意を表し

ます。
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資料

Ｔ､DWoodの体育論の展開に関する研究
『健康と教育」を中心に

新野守＊

ＡＳｔｕｄｙｏｆｔｈｅＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｏｆＴ．Ｄ・Wood，s

ldeasonPhysicalEducation：

“HealthandEducation，，

MamoruShinno＊

Abstract

ＴｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｓｔｕｄｙｉｓｔｏｖｅｒｉｆｙｔｈｅｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｏｆＴ．Ｄ・Wood，sideasonphysicaleducation

in“HealthandEducation"・Showingthattherelativebackwardnessofphysicaleducationwascloselyrelated

withtheeducationalstudyanditssystem，ｈｅｐｒｅｓｅｎｔｅｄｈｉｓｎｅｗｆｒａｍｅｗｏｒｋｏｆｐｈysicaleducatiolLHis

newphysicaleducation，basedonpsychology，biology，physiologyandpedagogy，ａｉｍｅｄａｔｎｏｔｏｎｌｙｔｈｅ

ｐｈｙｓｉｃａｌｂｕｔａｌsosocial，intellectualandmoraldevelopmentofthechildThesubjectmattersweresuch

naturalactivitiesasgame，sportanddance，andclassifiedaccordingtothedevelopmenｔａｌｔｒａｉｔｏｆｔｈｅ

ｃｈｉｌｄａｎｄｔｈｅｍｏｔｏｒｔraitoftheexerciseTheteachingmethodwasrelatedwithothersubjectsanddaily

lifeactivities，ａｎｄｔｈｅｓｅｘｕａｌａｎｄｉｎｄｉｖｉｄｕａｌｄｉｆｆｅrenceswereimportantinit、Ｉｔｃａｎｂｅｓａｉｄｔｈａｔｉｎｔｈｉｓ

ｂｏｏｋｈｅｐｒｅsentedthepossibilityofphysicaleducationasasubjectintheschoolcurriculumbytransfering

theobjectivefrom“thephysical”ｔｏ“theeducational,,ａｎｄｂｙｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅｏｕｔｌｉｎｅｏｆｔｈｅｃｕｒriculumin

whichsportwasanimportantsubjectmaterial．

スポーツがどのように批判され，それに代わる新

しい体育論として何が展開されているかという視

点が設定される。特に本書以前のウッドの体育論

からの発展としてカリキュラム構成に視点が当て

られる。本書は学校体育必修化にむけての体育・

スポーツの教育的可能性を提示するものであり，

必修体育が見直されている現在の日本において，

本書の研究は意義があると思われる。

はじめに

本研究は，「Ｔ､Ｄ・ウッドの初期の体育論に関す

る研究」’)に続くものであり，『健康と教育』２)にお

いてウッドの体育論の展開を明らかにすることを

目的とする。従来の研究において本書はアメリカ

体育論との関連で特徴づけられているが，ウッド

の体育論の展開との関連を実証したものはない。

注')研究方法として，社会問題との関わりで体育．

*立命館大学非常勤講師：Ｒｊ's"wejAFα〃〔ﾉｼｚｊＵｃハノ､ﾉ，Ｋｊ""gnsa，Ｋ//αAF"，ＫＭＯ

－２７－
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「体育」は子供の諸能力の発達を保障するようカ

リキュラムに位置づけられるという。4）

体育が５方策の一つに位置づけられているのは

学校の衛生状態が子供の健康と発達を阻害してい

る当時の状況において体育を衛生の一領域に位置

づけることによって体育の必修化が可能であり，

また必要であると考えられたからである。つまり

教育としての体育の独自性，重要`性が強調されて

いたのである。

1．本書の構成

1910年ウッドの著した『健康と教育』は，全米

教育研究会の第９年報であった。同報告書の目的

は，体育制度化の潮流に沿って「同協会の討議の

ために，又学校衛生ないし体育の専門教師ではな

く一般の教師や教育者のために体育の概要を示す

こと」注2)であった。

本書の構成は，序，序章，１．健康検査（health

examination）２．学校衛生（schoolhygiene）

３．教具の衛生（hygieneofinstruction)，４.

健康教育（healtheducation)，５．体育（physi

caleducation)，文献一覧，規約からなっている。

本書は1905年の論文「学校衛生」３)と同じ枠組みで

健康の問題が主要に論じられており，体育はその

一領域として位置づけられている。いわば，「学校

衛生」を拡大，発展させたものが本書である。し

かし，体育において，健康は主要目標ではなく運

動の副産物として２次的に位置づけられている。

それでは，健康問題を論じたｌから４章までの

概要を明らかにしてから５章の「体育」に検討を

加えてみよう。

「健康検査」は学校と家庭の教育により子供の健

康の保護を任務とする。学校は入学時の検査とそ

の後の定期検査の実施を基に，子供の身体状態及

び病気を調べる。他方，家族は子供の個人史や習

慣などの情報を学校に提供する。この学校と家庭

の協力により得られた知識や`情報は子供の教育に

役立てられるという。

「学校衛生」は子供の健康に有害な影響を与えな

いだけでなく，身体福祉にとって望ましい状態に

なければならない。それに必要な教育予算は，地

域で賄うことができるものであり，子供の健康を

保障するように査定されるのが望ましいという。

「教具の衛生」は教材や教授過程全般に関係し，

それらは子供の健康に与える影響を考慮して判断，

選択，採用される必要があるという。

「健康教育」は日常生活のあらゆる機会において

健康指導を行い，健康習`慣を身につけさせること

によって地域の人々の生活習慣を保障するという。

２．社会的諸問題

①国家資源としての国民の健康

ウッドは健康を「器官の完全な状態であり，ま

た身体の完成，精神の完成，性格の完成を達成す

るための生物的基礎を備えている個人の状態」５)と

定義している。この健康は「生活や教育の目的で

はないが，個人の歴史上の価値ある目的，つまり

身近な目的や究極的な目的の実現に必要不可欠な

状態」６)であった。換言すれば，健康は個人の自己

実現のための手段とされたのである。同時に，健

康は社会的なものであり，国家は健康に対する責

任を負うという。「国家資源全体の中で，最も重要

なものは国民の健康であり，国民の活力という資

本の中で最も価値ある財産は子どもの健康である。

過去の全遺産の相続人をどんな代価を払っても害

悪から保護することは国家の任務である｡」７)健康

を国家資源として位置づけることは，個人主義の

伝統のもとに個人的なものとして理解されていた

健康を社会の問題及び国家政策として政治的に対

処する必要性の認識を表明したものである。また

学校の衛生環境の劣悪さと体育の制度的不備の反

映でもあった。「最適の状態であっても，学校はあ

る点で確かに非衛生的で不潔な場所である。…多

くの学校では昔と同じく今でも，重要な神経筋肉

を使う活発な運動の用意や完全な生活に必要な諸

能力の十分な補足，発達の用意は，たとえあった

としても不十分なものでしかない｡｣8)教材や教具に

ついては｢教育の専門的教材や教育過程は，生徒の

福祉のために用意されているが，大多数でなくて

も，個々の子どもの健康の利益を完全に無視して

－２８－
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いるか，あるいは破壊しえるかもしれない｡｣9）

②非教育的スポーツ現象

ウッドはスポーツを広義の遊戯と見なし，子供

の生活にとって重要であり，したがって教育とし

ての体育の運動教材としても重要であると考えて

いる。「体育において考慮すべき基本的な衝動や動

機は遊戯である。真に遊戯の研究を行う学徒は，

子供の生活と遊戯の教育的可能性を関連付け，遊

戯を重要なものと見なしている。現代の生活が激

しく知的になればなるほど，精神を修養し遊ぶ機

会を子供と成人に与えることが益々重要であるよ

うに思える。。。。したがって子供は体育の中で

大きな運動をする機会と指導を得ることがきわめ

て望ましい。なぜならば，それらは子供を活発で

暹し〈保ち他の望ましい特性と共に，楽しく自由

な歓喜に満ちた運動の精神にのっとった全てのも

のを発達させるからである｡｣'０）

しかし，遊戯の必要性と発達刺激としての教育

的可能性を認識していたウッドは，遊戯をすべて

現状肯定的に評価していたのではなく，競技スポ

ーツ，特にフットボールについては非教育的な現

実の問題を指摘し，改革案を提示している。「高校

の男子，特に人口密集地域の男子生徒に対するフ

ットボールの教育的価値は十分に認識されている。

男らしさ,勇気,大胆不敵な特性,全体の善のために

自己を犠牲にして服従する意志,機敏,その他の協

力する能力，判断と決断の素早さを表すゲームは

これをおいて他にない。しかし，このゲームがア

メリカの少年によって継続してプレーされるべき

であるとすれば，２９名の犠牲者と多数の事故は根

本的な改革の必要,性を十分に証明している｡｣'1)ウ

ッドが認識していたフットボールの教育的価値は，

社会。倫理的特性の発達であり，改革の対象は死

傷者の原因であった。指導者に関わる事例として，

｢ある有名な予備校の体育指導者は,ハーフタイム

中にバックスの－人が疲労困億していたので'２オ

ンスのウィスキーを与えた｡｣｢ある有名な兵学校の

コーチは選手に執勧にゲームの賭を迫るいわゆる

呑屋制を取り仕切っていると言われている｡」12)な

どの新聞報道が例示されている。指導者の教育的

責任以上に試合で､生じる死亡事故の原因はルール

にあり，これを改正することが急務であった。フ

ットボールは「実際の競技ルールに従うだけでな

く，監督されるような方法で改革されなければな

らない｡」'3）

ウッドは次のようなルールの改正を提言してい

る。１．時間について，「現在のルールは35分ハー

フとなっているがこれは両方の主将の合意によっ

て短縮可能である。前後時間いっぱいプレーする

ことは希であるが，最大限１５分ないし20分とする

のが適当であろう。これ以上は技術の問題という

よりは忍耐と狂暴な力の問題である｡」フットボー

ルによる社会・倫理的特性の発達が「根性」では

なく，「技術」と関連づけられていたことは興味深

い。２．メンバーチェンジについて，「明かにう゜レ

ーできる状態にない選手の退場を要求する何らか

の規制が必要である。軽い脳震壗を起こした選手

がプレーの継続を許可されることは希ではない。

選手を運び出す時間が要求されているが，選手の

退場を強制するルールがあれば，この要求は満た

されるであろう。最後に致命的な殴打を受けるの

は，いつも繰り返し負傷した選手である｡｣'4)メン

バーチェンジの思想には，平等主義の実現の傾向

と人間性の局部的ｑ破行的発達観に社会的承認を

与えた傾向の功罪がみられる｡'5)しかし，ウッドの

指摘するメンバーチェンジのルールは，選手の身

体安全の保障を目的とする医学的発想に基づいて

いるところに特徴がある。このように「ルールの

修正は第１に選手を障害から保護するために，第

２に集団プレーを排除するために，第３にゲーム

をよりオープンにし多くの自由なプンーを可能に

するために｣'6)行われた。そして，ルール修正の哲

学は，「価値ある特質の全ての範囲は最大限に拡大

され，危険な要素が排除できないのであれば，そ

れらは最小限に軽減されるようにプレーのルール

は工夫されることが望ましい｡」というものであっ

た｡'7）

③古い体育論の後進性

ウッドはアメリカの体育研究の現状に「現在こ

のコスモポリタン的な国で支配的な体育論の見解
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い体育論の課題を具体化したものである。その課

題は，姿勢・矯正的効果以上に運動の心理的効果

を重視し，生活と関連した能力を発達させること

であった。そして，この課題を達成するために，

近代諸科学の成果を応用し，教育家の協力を得て，

体育固有の問題を設定し，さらに一般の教育課程

において教育原理の知識や法則を理解した教師を

養成することが求められた。つまり「体育が心理

学的，生理学的に正しく，それ故，教育学的にも

受け入れられる計画を示すとき，体育は全体とし

ての教育，また他教科やその部門と有機的に関連

するようになる｡｣22）

は非常に多様化しており，また教授法や教材につ

いての合意は完全に欠けている｣'8)ときびしい批判

を加え，従来の体育論を３点について批判する。「’・

従来の体育は筋肉と身体を意識する形式的な運動

によって授業では結局満足に得られない矯正的・

姿勢的効果を求めていた。これらは矯正体操によ

って個人的に獲得される以外，概して自然で自発

的な楽しい運動によって獲得できる。２．従来の

体育は身体に中心を置きすぎ，心理的態度，性格

や人格に及ぼす影響を十分に考慮していなかった。

３．従来の体育は時間と労力を費やすに足るよう

な人間生活の興味や諸活動とはあまり密接な関係

のない，つまり同一でもなければ，類似していな

い，共通性のない様々な形態の能力を発達させて

きた｡｣19)古い体育論は姿勢的・矯正的効果を偏重

し，心理的効果を無視し，人間の生活活動とは無

関係な諸能力を発達させてきたが，その原因は教

育の研究．制度に求められた。「１．この数年前に

なって初めて，知的・道徳的要求と同じく身体的。

社会的要求に対する義務を意味する教育の広い社

会的領域が実際に認識されるようになった。また

近代心理学や生理学が生活の異なる側面，即ち身

体的．知的．道徳的なものは強く密接な相互依存

関係にあることを示す科学的事実が明らかにされ

るようになったのも最近のことである○２．現在

まで一般の教育家が体育研究に注目することはほ

とんどなかった。このような研究は学校経営の外

的な末梢的なことに留まり，概して表面的であり，

さらに問題の固有な本質的側面に言及することは

なかった。３．体育教師の多くは教育の一般的原

理や傾向に無知であった。４．体育教師は狭い教

育を受け，体育を分離した問題と考えていたし，

しかも物質的，身体的水準においてそうすること

が余りに多かった。●●・わが国の体育教師の余

りに多くが教育課程の他の学生と離れ，一般教育

の外にある特殊な師範学校でその専門教育を受け

てきたことは，少なくともある意味では不幸なこ

とであった｡｣２０)これは1890年代のウッドの古い体

育論批判「体育は教育と関連づけられていない｣２１）

を体育論と教育の研究・制度の問題に分け，新し

3．体育論の展開

①体育論の科学的基礎

新い､体育論の基礎科学として生物学，心理学，

生理学，教育学が位置づけられていたことは明白

であるが，その中でも心理学は特に重視されてい

る。「体育館やプレーグランドで行われる運動の心

理学は，教室，実験室，スタジオの心理学と同じ

原理や要素を含み，特定の場合には前者は後者よ

りも豊かな内容と重要な結果を含んでいるかもし

れない。子供の運動訓練や経験が完全であるか，

満足のできるものであれば，広い心理学的視点か

らみても，筋肉的運動や練習がこれらの効果を保

障する限り，概して子供は望ましい姿勢と身体器

官の健康と活力，運動の能率と効率，職業生活に

おいて求められて当然の仕事の能力と力量を身に

つけるであろう。｣23)このようにウッドは運動の心

理的効果を強調することによって運動を教材とす

る体育が教育の一領域として位置づく可能性を示

したので､ある。

②目標論

体育目標は，「体育授業では精神的･社会的･道徳

的効果が直接的に追究されるべきであるが，運動

の形態は望ましい生理的効果が獲得されるように

常に配列，統制されるべきである。つまり体育は

最も衛生的でなければならない｡｣24)と身体的目標

と社会的・道徳的・精神的目標に分けられた。し

かも「体育はこれ以上に特定の年齢の普通の子供
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にとって衛生的であるばかりか，個々の子供にと

っても最も安全で衛生的でなければならない｡｣２５）

と体育目標が異なる要求を持った個々の子供にお

いて達成されることが強調されていた。この意味

でウッドの体育論は個人主義的性格が強くみたれ

た。さらに，新しい体育論に於て社会的｡精神的。

道徳的目標が身体的目標よりも重視された結果，

従来の主要目標の「健康は狭い意味で子供が教育

一般のいくつかに極めて価値ある効果を得るため

の体育の重要な手段ないし条件｣26)となったのであ

る。それは「人間個体の全体的統一性が科学的根

拠を持って理解され，教育の目的が全人の生活に

おける十分な自己実現に働きかけるものであると

され，体育が教育の中に位置づけられ，このよう

な教育の一般目的に対する体育の経験から判断さ

れた貢献可能性の範囲内において寄与しようとす

ることが考えられてきたからである｡｣27）

③内容論

運動は「自然なものでなければならず，また祖

先の活動習慣や個人の将来の要素を十分に考慮し

ながら運動によってその展開に伴う遊戯本能，基

本的パワー，能力（faculties）を満足させるもの

でなければならない｡｣28)具体的には「体育の教材

は遊戯，スポーツ，ダンス，水泳，戸外スポーツ，

陸上，体操（教育の要素を満たすよう再構成され

る）である｡｣29)子供の発達段階と運動特性にした

がって運動が学年毎に分類ざれ説明が加えてある

(巻末資料１．２）。

カリキュラム構成の視点として以下の点が設定

されている。発達特性として，「幼稚園から小学校

２年では，演劇的ゲームが子供にとって最も受け

入れやすく効果的である。８才から12才の子供に

とって，専ら個人の競争と力に関わるゲームが最

適である。中学校，高等学校，大学の学生にとっ

て，集団的，共同的要素のゲームが価値ある特性

を備えている｡｣30）

運動特性からゲームを分類すると，運動の直接

的な目的にしたがって，大きく２つに分類されて

いる。第１の演劇的ゲームは，パントマイム,ダン

ス,歌唱ゲームなど客観的目的と関連せず，子供の

考えを運動の中で表現することに特徴がある。第

２の技能的ゲームは，ボールゲームやマークスマ

ンシップを必要とするゲームなど様々な程度の体

力や忍耐を伴う技能的運動によって，何らかの外

的結果を達成しようとするところに特徴がある｡３１）

さらに，運動を選択，決定する際の留意点とし

て，第１に「常に典型的な子供や個々の子供と関

連した暫定的なものでなければならない｣，第２に

｢新しい教育の人間的。科学的。産業的側面から決

定される必要がある｣，第３に「学校や地域が異な

ると指導要領が異なるように多様である｣，第４に

｢原始的。基本的な運動とレクリエーション的要素

を持つ運動からなり各々均衡が保たれる｡｣32)つま

り，運動は個人的・社会的要請，地域性，種類の

バランスの観点から選択採用されることが強調さ

れたので､ある。

以上のように内容論の特徴は，１．体操に代わ

って自然的運動が主要な運動教材とされ，２．子

供の発達特性や運動の特性にしたがって運動が分

類され，３.運動の選択。採用の基準が示されカ

リキュラムの概要が提示された点にある。

④方法論

子供が自然的運動を「自然な方法」で，「体操技

術」（gymnastictechnique）を中心に学ぶことが

理想とされ，生物学と心理学に基礎づけられてい

た。人類進化の過程から「我々の祖先は狩猟，漁

労，農業，戦い，製造，交易などまさに現実的な

物事をこなすことによって身体的。道徳的能力を

発達させてきた。。。。今日，子供や若者は原始

的な生活とは種類も目的も同じではないが，方法

が効果的であり結果が納得のゆくものであろうと

すれば，同じ広い精神と態度で物事をなさなけれ

ばならない｡｣33）「自然な方法」では「生徒は個人

や集団で何等かの外的結果に集中している間，身

体や健康のためになる運動の目的や自分自身の身

体を意識しないほうがよい｡｣34)と運動の自己目的

性が強調された。体操技術は「大きな力や技能を

獲得するために実際の自然な動きに含まれ，また

関連している個々の動きを練習する｣35)反復練習の

一形態で､あり，子供の興味や要求と関連づけられ
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ラムや業務を全般的に理解している必要がある｣42）

と，指導者について触れているが十分とはいえな

い。

ることによって心理学的，教育学的に再解釈され

た指導方法と言えよう。これはウッドが「体操を

当時多くの学校の体育に当てられた空間で，また

大多数の学校の大規模学級で容易に教授できる活

動であると認識していた｣36)ことを示している。

また｢5.6年では身体的成長が著しく促進され`思

春期にはいる生徒がいるため,男女別々のクラスで

活発なゲーム運動を行うべきである｡｣37)と性差に

応じた方法が示された。古い体育論では指導過程

は教師が生徒に一方的に指示や号令を与える過程

であったが，新しい体育論では個々の子供の特性

が重視されることにより教師が生徒に内容を提示

する教授過程と生徒が学習を内面化する学習過程

への端緒が開かれた。

第１学年から５学年までのポールゲームの展開

例として，「ポール転がしゲーム」は以下のように

行われる。ａ）子供は違いに転がす。ｂ）目標を

持って転がす。円の中心にいる教師は生徒に一人

ずつボールを転がし，生徒はそれを返す。ｃ）フ

ランスボール。円の中心にいる一人の子供にボー

ルをとられないように互いに転がす。とられた時

最後にボールに触れたプレーヤーが円の中心につ

く。38)ポールゲームの目標は，子供の興味や関心な

どの発達特`性に応じて，ボール運動の機能的特性

に触れることを通して，運動に親しみ楽しむこと

にあったように思われる。しかし，これは当時の

一般的な授業において「遊戯はドッジボールある

いは軽いポールや豆袋を用いる投げ合いゲームの

ような相対的に低組織を集団ゲームに大きく限定

されていた｡｣39)との指摘を裏付けるものである。

さらに，「体育の諸運動は学校内外のどこかで子

供の学ぶ教科や活動と可能な限り，いつでも相互

に関連づけられるべきである｡｣４０)と他教科や子供

の日常的な活動と関連づけて指導することによっ

て教育の一領域として位置づく可能性が高まった

のである。

体育の目標,内容,方法以外にも｢体育の諸活動は

可能な限りいつでも戸外で行うべきであり,体育館

は緊急時の空間と見なされるべきである｣４１)と施設

について,また,｢体育教師や視学官は学校カリキュ

まとめ

ウッドは1910年の『健康と教育』において国家

資源としての国民の健康，特に子供の健康を憂慮

し，体育によって健康を副産物として保障するた

めに－教科として教育カリキュラムに位置づく体

育の可能性を示した。

ウッドは，競技スポーツの不正や事故の原因は

ルールにあり，他方の体育授業の問題はこどもの

発達特性を無視した指導法にその原因があると批

判した。この体育の相対的後進性の問題は，教育

の研究・制度上の問題と関連していることを指摘

し，新しい体育の課題を提示した。すなわち新し

い体育は姿勢・矯正的効果よりも運動の心理的効

果を重視し，生活と関連した諸能力を発達させる

ことを課題をする。また，それは近代諸科学の成

果の導入，教育家の協力，体育固有の問題の設定，

一般の教育課程における教員養成を必要とした。

新しい体育は心理学，生物学，生理学，教育学

を構成原理とし，社会的・身体的・精神的・道徳

的特性の発達を目標とした。これを達成するため

に遊戯，スポーツ，ダンスなどの自然的運動が体

育内容とされ，子供の発達特性や運動の特性にし

たがって分類された。これは体育目標の具体化に

留まった1905年の論文「学校衛生」と比較すると，

教材配列が提示されたと言う意味でカリキュラム

作成の進歩を示すものと言える。方法は他教科や

日常生活と関連づけられ，個人差や`性差が重要視

された。また体育独自の運動技術の獲得方法とし

て「自然的体操技術」つまりドリルが導入された。

本書は，体育目標を身体的目標から教育的目標（精

神的・知的・社会的特`性の発達）へ転換し，「形式

体操から自然的活動を主とした新体育への転換に

大きな役割を果たした｣43)ことに加え，ウッドの体

育論の展開との関連では，スポーツを主要教材と

するカリキュラムの概要を提示したところに特徴

があると言える。但し体育が学校衛生や衛生教育
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新野：ＴＤＷｏｏｄの体育論の展開に関する研究

と関連づけられていたという意味において，本書

は｢衛生・体育｣論の段階に留まっていたと言える。
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ＳｐｏｒｔｓｉｎｔｈｅＵ、ＳＡ.，NewYork，John

Wiley＆Sons，1983.がある。
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「1907年全米教育協会のデンバー会議に於て，体育部

会は地位の明確化を要求し，決議委員会は合衆国教

育局が体育促進の用意をすべきであると主張した｡」
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資料１

競技とゲーム（第５．６．７学年）資料２

－３４－

学年別運動教材一覧

第
１
学
年

走ゲーム（ハンカチ落し，猫と鼠，後に続け

ボイラー爆発，リーダーに続け！ ， 拍手）

！
。， 猫と鼠たち，庭のいたずら者たち，見ちゃった

演劇ゲーム（列車ごっこ，消防車ごっこ，リスごっこ ， 他）

歌唱ゲーム（Swingingsong，フォークゲームとダンス，スエーデン歌劇，歌ﾛ昌ゲーム）

，

第
２
学
年

ハンカチ落し，猫と鼠，猫と鼠たち，後に続け１，僕の羊を見た？，庭のいたずら者，見ちゃった，
ボイラー爆発，リーダーに続け１，拍手，黒んぼ，簡易リレー（簡単なもので，個人対抗にし，得
点をつける)，フォークゲーム（靴屋さん）

第
３
学
年

ハンカチ落し，猫と鼠，ジャック叩き，僕の羊を見た？，フランスの盲鬼，杖を持った盲鬼，ステ
ツプ，羊小屋，

チドラーの畑

ボイラー爆発，狼と女の羊飼い（狐とあひる)，リーダーに続け
(キングスランド)，杖泥棒，黒んぼ，簡易リレー

Ｉ
。， 拍手，トミ－．

第
４
学
年

猫と鼠，ジャック叩き，僕の羊見た？，フランスの盲鬼，ステップ，

－爆発，借り屋，狼と女の羊飼い（狐とあひる)，リーダーに続け１，
(キングスラン

ぼ，回る鬼，

ド)，杖泥棒，

３つの深み，リ

闘牛場の牛，羊小屋，ボイラ

拍手，トミー・チドラーの畑

飼われた狐，ビルドリル（ボンボン，プルアウェイ)，手の包帯，黒ん
レー (障害）

第
５
学
年

猫と鼠，ジャック叩き，僕の羊を見た？，フランスの盲鬼，杖を持った盲鬼９ ステップ， 闘牛場の

牛，羊小屋，ボイラー爆発，借り屋，狼と女の羊飼い（狐とあひる)，リーダーに続け１，拍手，ト
ミー・チドラーの畑（キングスランド） ， 杖泥棒，飼われた狐，ヒルドリル，手の包帯，黒んぼ，
イオン鬼ごっこ，回る鬼，３つの深み，１人，

フ

２人リレー（障害付き)，オールアップ，岩のあひる

男 女

一人でできるゲーム

水泳， スケート（アイス，ローラー)，ジャンプ，走，

ノックパット(ファンゴー)，洋弓，バトルドア，デイ

アポロ，ポート ， カヌー， テザーボール

水泳， スケート（アイス，ローラー)，走，洋弓

トルドア，ディアボロ，ボート
ﾉレ

，

，
'、

カヌー，テザーポー

個人が重要な役割を果たす集団ゲームと競技

鬼ごっこ（クロスタグ，プルアウェイ
ズナーズベイス）リレー競争（走
ブ，

，

， ハング，ブリ
インディアンクラ

レスリング）ボールゲーム（スライドポール，力

一テンボール，センターボール，ドッジボール，スト

ライドポール，ジグザグボール)，ロープ輪跳び，
ニス， カエル跳び，ハンドボール，クロケット
庭いじり ， 自然研究，陸上競技種目

，

丁

縦走，

鬼ごっこ（クロスタグ，プルアウェイ

ズナーズベイス)，リレー競争（走，

， ハング，ブリ

インディアンク

ラブ)，ボールゲーム（カーテンボール，センターボ

ール，ドッジボール，ストライドポール，ジグザグボ

ール）ロープ･輪跳び，テニス，カエル跳び，ハンドボ

－ノレ
， クロケット ， 縦走， 庭いじり ， 自然研究，

チームワークが次第に重要な特徴をなす種目

野球，バスケットボール，フィールドホッケー，サッ
カー， クリケット

室内野球，バスケットボール，フィールドホッケー
クリケット

，

高校（前項に加えて）

野球バスケットボール，フィールドホッケー，アイ
スホッケー， クリケ

リカンフットポール，
競技種目，スカッシ

ツト，ラクロス，ラクビー，アメ

水泳と潜水，ボクシング，陸上

ユワ カヌーとポート

リヤード，ゴルフ，ボーリング

？ テニス，ビ

室内野球，バスケットボール（女子ルール)，フィー
ルドホッケー，

水，５０ヤード走

クリケット

，

？ ハンドボール，水泳と潜

ハードル，カヌーとポート，テニス，

ビリヤード，ゴルフ，ボーリング



論文の作成にあたって

本誌を年度内に刊行するためには８月末頃までに論文が集まっていることを要します。どうぞ，

投稿規定（第８巻では一部字句が改正されています）及び執筆要項により早めに執筆されて御投稿

下さいますようお願いします。

第７巻に記載の執筆要項からはワープロ及び欧文についての項目も加えてあります。なお，第７

巻の執筆要項２．（１）の20字×40行（誤）は40字×20行（正）ですので訂正します。また，ワープ

ロで作成の場合フロッピーの提出（返却します）もお願いすることがありますので，ご準備願いま

す。第７巻には執筆要項補足も記載してあります。参考にして下きい。
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執筆要項

1．論文の長さは，文献･図表･abstractを含め８ページ（400字詰原稿用紙で30枚）までとする。但し超過

した場合その費用は執筆者負担とする。

2．本誌論文の原稿執筆にあたっては，下記の事項を厳守されたい。

（１）原稿は,市販の横書原稿用紙(Ｂ５判400字詰）に清書し或いはワードプロセッサ(Ａ４判40字×20行，

１５枚）により作成し提出する。

原稿は，１枚目：題目･英文標題，２枚目：著者名とそのローマ字名，著者の所属名と（）内にそ

の正式英語名，所属の異なる２人以上の場合著者名の右肩に＊，＊＊，・・・印を付して,､脚注に＊，

＊＊，・・・印ごとに所属名と（）内にその正式英語名，３枚目：英文要約（タイプ用紙ダブルス

ペース250字以内)，４枚目:和文要約（編集用；英文要約と同一内容)，５枚目以降本文,､注記，参考

文献，図・表の順に書く。

（２）外国人名･地名等の固有名詞には，原則として原語を用いること。固有名詞以外はなるべく訳語を用

い，必要な場合は初出のさいだけ原語を付すること。

（３）数字は算用数字を用いること。

（４）参考文献の引用は「京都体育学研究」執筆要項補足による。（京都体育学研究第７巻参照）

（５）注記は，補足的に説明するときのみに用い，本文中のその箇所の右肩上に註1）註2）のように書き

本文の末尾と文献表の間に一括して番号順に記載する。

（６）図･表は１枚の用紙に１つだけ書く。また図と表のそれぞれに一連番号をつけ，図１，表３のように

する。（上記要項補足参照）

（７）図の原稿は半透明のタイプ用紙または淡青色方眼紙に黒インキで明瞭に書くこと。写真は明瞭なもの

を提出すること。

（８）図や表は本文に比べ大きな紙面を要する(本誌１ページ大のものは原稿用紙4.5の本文に当たる)から，

その割合で本文に換算し全ページ数の中に算入すること。

（９）図や表の挿入希望箇所は，原稿の本文の左横の欄外に赤字で指定する。

⑩参考文献の書き方は以下の原則による。

文献記述の形式は雑誌の場合には，著者名（発表年)，題目，雑誌名，巻号，論文所在頁;単行本の場

合には，著者名（発表年)，書名，版数,発行所，発行地，参考箇所の頁の順とする。また記載は原

則としてファースト・オーサの姓（familyname）のＡＢＣ順とする。なお，上記要項補足参照。

（､）本文力歌文の場合には上記要項に準じ，著者名と所属名は和文でも記入し，和文要約は掲載用となる。
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